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（機械翻訳等に基づく仮訳） 

 

口蹄疫 

 

（発生状況） 

７月28日、農林畜産食品部は７月27日に口蹄疫の疑い申告がなされた慶尚北道 高

霊（コリョン）郡の豚農場における精密検査の結果、口蹄疫の「O」型であると確定診断さ

れたと公表した。  

この農場は慶尚北道 高霊郡の豚農場で、2,000頭を飼育する一貫*飼育農場である。 

*母豚、子豚及び肥育豚を１つの農場で飼育する農場  

参考として、最初の口蹄疫発生農場は、慶尚北道 義城（ウィソン）郡で1,500頭の豚

を飼育する肥育専門の委託農場であった。  

（原因） 

慶尚北道 高霊郡の発生農場は昨日（７月27日）から疫学調査が開始され、家畜の

導入及び出荷、ワクチン接種の有無等を確認中である。 

初発農場（義城郡）では、疫学調査を実施中であるが、一部の豚でワクチン接種がさ

れていなかったと推定されており、また、今回の口蹄疫が海外から侵入したかどうかに

ついて、口蹄疫疫学調査委員会を開催し、綿密に確認する予定である。 

（防疫措置） 

農林畜産食品部は、緊急行動指針（SOP）等により、申告を受けた後すぐに初動防疫

チームを発生農場に配置し、移動制限、消毒等の防疫措置を実施していると明らかにし

た。慶尚北道 高霊郡の発生農場において口蹄疫陽性判定及び臨床所見が認められた

豚をSOPに基づき殺処分する計画であり、  

*慶尚北道 義城郡の初発農場（1,501頭）は、口蹄疫の臨床所見等がみられた692頭

の殺処分完了 

家畜、車両等の出入り等による発生農場の疫学関連農場において移動制限等の防疫

措置を実施している。  

また、発生郡（義城郡及び高霊郡）及びそれに隣接する郡（軍威（クンウィ）郡等）に緊

急ワクチンを接種するよう措置しており、農場におけるワクチン接種に支障がないように

ワクチンの生産備蓄*等を常時確認している。  

*現在（7月24日時点）の備蓄量は1,250万頭分であり、農場の必要量の供給に問題は

ない。  

今後、生産者団体、関係機関等と連携し農場における予防接種等を一斉指導・点検

し、小規模脆弱農家の消毒の支援等を通じて、口蹄疫の伝播リスク要因を集中管理し



ていく計画である。 

併せて、慶尚北道 高霊郡で口蹄疫が追加で発生したことに伴い、口蹄疫のSOPに

基づき、今日（７月28日）午後４時に家畜防疫対策協議会を開催し、今後の防疫措置に

ついて議論する計画であると明らかにした。  

（需給動向） 

農林畜産食品部は、豚肉の需給状況は、夏季休暇、梅雨等により、７月中旬以降、４

千ウォン台中盤まで下落したが、今回発生した口蹄疫が豚肉の需給に影響を与えるこ

とはないと予想されると明らかにした。  

（今後の展望） 

現在までに発生した２件の口蹄疫は、ともに韓国においてワクチン接種している型*の

一つである「O」型であるため、2010年～2011年のように全国的に広がる可能性は低い

と予想されるが、  

*韓国は全７種（O、A、Asia1、Sat1～3、C）の型のうち、アジアで発生している３種（O、

A、Asia1）のワクチンを接種  

中国、北朝鮮等周辺国で発生し、一部の農場でワクチンを接種していない状況を考慮

すると、安心できない状況であり、牛、豚等の予防接種、畜舎内外の徹底した消毒、畜

産農家の集会の自粛等の遮断防疫を徹底するよう依頼した。 

*2014年の新規発生国：10か国（中国、北朝鮮、モンゴル、ロシア、イスラエル等）、東

南アジアでは常時発生  

 

鳥インフルエンザ  

 

（発生状況） 

農林畜産食品部は７月25日に申告を受けた全羅南道 咸平（ハムピョン）郡のあひる

農場における検査の結果、高病原性AI（H5N8亜型）であると確定診断されたと公表した。 

全羅南道 咸平郡のAI発生農場*は、種あひる（12,000羽）、肉用あひる（30,000羽）を

飼育する委託飼育農場であり、 

*全羅南道 咸平郡の農場は３月14日にAIが発生した農場 

７月27日、咸平郡で肉用あひるを出荷するためのAI検査で陽性と判定された。  

（原因） 

農場への出入車両、人、物品等による発生の可能性や農場内に残っていたAIウイル

スによる発生の可能性に焦点を当てて疫学調査を実施中である。 

（防疫措置） 

発生農場における移動制限、殺処分等の防疫措置を実施しており、今日（７月28日）

から全羅南道地域においてこれまでにAIが発生したあひる・鶏農場を中心に一斉点検

を実施している。 

検疫本部及び地方自治体が連携して一斉点検を実施し、AI発生農場のうちすでに導

入した農場には精密検査を依頼し、まだ導入していない農場は糞尿等の残存物の処理

について特別に点検する計画である。 

また、自治体、農協中央会及びあひる協会が連携して集中的な消毒等の防疫措置も

並行して実施する計画であると明らかにした。  

 

 本情報は、韓国農林畜産食品部が、７月28日に公表した情報について、機械翻訳等

に基づき仮訳を作成したもの。 


